
メルトタワー２１に搬入されるごみ質調査結果（総 括） 
 

  調査目的   ごみ分別の徹底により、施設の効率的な運転及び機器の故障原因の 

           排除 

   

  調査年月日  平成２３年１０月２０日（木） 

 

  調査時間   午後１時３０分～午後３時１５分 

          

  調査対象車輌 

            事業系可燃ごみ・家庭系可燃ごみ 

   

  調査台数  事業系及び家庭系可燃ごみ           ５台 

          室蘭市 １台・伊達市 2 台 壮瞥町 ２台・ 

                                                                     

  調査担当者 調査及び作業従事者              １３名 

          広域連合    ３名 

          西胆振環境（調査２名・作業従事者８名） 

 

  立会者                                 ６名 

          住民監視委員会 ５人、関係市町担当者 １名 

   

  注意すべき内容、写真等・・・別紙のとおり 

 

  総体的評価 

       今回は、１０月２０日に調査を実施したが、可燃ごみの中にバケツの中に入ってい

たアスファルトの塊が搬入されており、破砕機等の故障原因となるものと思われる。 

            事業系可燃ごみについては透明・半透明袋の使用が多く、指導効果が十分浸

透しているように思われる。ただし、木の枝、じゅうたん、傘、空き缶等の混入があっ

た。 

        家庭系可燃ごみでは、電動ひげそり、スチールハンガー、スプレー缶等の混入や

燃やせないごみ袋（中身は燃えるごみ）の搬入があった。 

 

 

 

 

 



ごみ質の内容

平成２３年１０月２０日（木）調査　　可燃ごみ

ごみ質 搬入物 指摘事項
状況及び
対応策

写真番号 調査票№

電動ひげそり

スチールハンガー

アスファルトの塊
（バケツに入ったもの）

最終処分場
最終処分場としての扱
い

スプレー缶

空き缶

布団

木の枝

じゅうたん

空き缶

傘

野球ボール（硬式）

燃やせないごみ袋での搬入
（中身は燃やせるごみ）

鍵盤ハーモニカ

じゅうたん

風呂のふた

①③ 4

③⑤ 5

燃やせないごみとして
の扱い

①③④ 2家庭系

不燃物

不燃物 1①
燃やせないごみとして
の扱い

不燃物
燃やせないごみとして
の扱い

②③⑤ 3

家庭系

家庭系

事業系

燃やせないごみとして
の扱い

不燃物

不燃物

燃やせないごみとして
の扱い

家庭系



メルトタワー２１に搬入されるごみ質調査結果（写真） 

全体 
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